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ABSTRACT 
 
本研究では、特別支援教育に携わる教師としての専門性とバーンアウトの関連につい

て明らかにし、教師のストレス低減 の方法を検討することを目的とする。特別支援学校

教諭免許状を未取得で特別支援教育に携わる教員に対するメンタルヘルスチェックの結

果から、専門性の低い群は個人的達成感の後退に陥りやすいということが明らかとなっ

た。また、教職経験年数とバーンアウトには関連性はみられなかった。教職経験年数に

関わらず、専門性を高めることが個人的達成感の後退に陥ることを防ぎ、バーンアウト

の改善へと繋がることが示唆された。 
 

The purpose of this research is to disclose the expertise of special needs education 
relating to burnout syndrome and finding a way to reduce their stress. From the 
analysis result of mental health check of teachers that engaged in special needs 
education who doesn’t have the special needs education license, it shows that the 
group with low expertise tends to fall into regression of personal accomplishment 
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Ⅰ．問題と目的 

 
１．心理社会的ストレス研究の動向 
現代社会はストレス社会と呼ばれるように、人は日常生活の中で少なからずストレス

に晒され続けている。こうした逃れられないストレスによるうつ病等の精神疾患の増加、

自殺者も年間 3 万人を超え、近年大きな社会問題として多くのメディアにとり扱われて

いる。 
このように社会に溢れている様々なストレッサー（ストレスを引き起こす刺激）とメ

ンタルヘルスの関係について、様々な観点から分析した研究が数多く存在する。 
これまでの心理社会的ストレス研究の先駆けとなったのは、「社会再適応評価尺度

（Social Readjustment Rating Scale）」を作成し、個人のストレス量を査定することを

試みた Holmes＆Rahe（1967）の研究である。彼らは、生活上の変化をもたらす何らか

の出来事を経験した場合、社会的に再適応する際に必要とされる労力をその出来事のス

トレス量として数値化し、その数値の合計が高いほど、将来病気に罹患する可能性が高

いことを指摘した（岡安・片柳・嶋田ら，1993）。  
こうしたストレスイベントに直面した場合、人はそこからストレスを少しでも低減す

るために何らかの行動を起こす。こうした行動を「コーピング（対処行動：coping 
behavior）」と呼ぶ。今田・上村（2001）は、このコーピングを積極的対処行動・適応

的対処行動・逃避的対処行動の 3 因子 17 項目に分類している。また、コーピングはス

トレッサーが人の心身に及ぼす影響を調整する重要な要因であり、ストレッサーとそれ

によって生じるストレス反応との間に介在する変数として捉えられる (福岡，2001)。 
 日本では、坂田（1989）がコーピングの多面的分類を行い、19 因子 58 項目のコーピ

ング尺度を作成した。さらに尾関（1993）は、坂田のコーピング尺度を最終的に 3 因子

（「問題焦点型」、「情動焦点型」、「回避・逃避型」）14 項目に集約している。問題焦点型

とは、情報収集や再検討などの問題解決に直接関与する行動であり、情動焦点型とはス

トレッサーにより引き起こされる情動反応に焦点をあて注意の切り替えや気持ちの調節
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などの行動である。また、回避・逃避型とは不快な出来事から逃避したり否定的に解釈

したりするなどの行動である。実際にストレスを受けたとき、これらのコーピングは同

時にあるいは継続的に行われ、相互に影響しあうことが多いと言われている。また、同

じ出来事を経験しても、どのようなコーピングを行うかによって、結果として生じる心

理的・身体的ストレス反応は異なってくる。コーピングは、ストレッサーが人の心身に

及ぼす影響を調節する要因であり、ストレッサーとそれによって生じるストレス反応と

の間に介在する変数である（福岡，2001）。 
近年の社会的ストレス研究では、生活ストレッサーと健康との直接的な関連性よりも、

ストレス過程に影響を及ぼす要因やストレッサーのインパクトを緩衝する要因を究明す

ることに大きな関心が向けられている（岡安・片柳・嶋田ら，1993）。 
 

２．教師のメンタルヘルス悪化の問題 
石川・中野（2001）が小・中学校・高等学校に所属する教師を対象におこなった調査

では、日常の仕事の中でストレスを「非常に感じる」あるいは「感じる」と答えた教師

が半数以上を超えている。このような調査から、子どもの成長を支える教師たちが、今、

自分自身の危機に曝されていると言える（田上・山本・田中，2004）。 
このような深刻な状況の中にあり、多くの教師のストレス改善のための研究が増え、

教師のバーンアウト（燃え尽き症候群）に目を向けようといった動きが強まっている。

こうした中で提唱された「教師バーンアウト」は、特に教師に限定した概念で、「教師が、

理想を抱き真面目に仕事に専心する中で、学校のさまざまなストレスに晒された結果、

自分でも気づかぬうちに消耗し極度の疲弊をきたすに到った状態」と定義されている（田

上・山本・田中，2004）。かつて国際労働機関（ILO）が指摘したように「教師たちは戦

場並みのストレスに晒されている」と言っても過言ではない（赤岡・谷口，2009）。 
Maslach＆Jackson（1981）は、1,000 人を超える対人専門職を対象に調査研究を行い、

バーンアウト傾向を測定する“Maslach Burnout Inventory”を開発した。この MBI は、

３つの尺度、①情緒的消耗感、②脱人格化、③個人的達成感から成っている。MBI 尺度

は、尺度研究の発展の契機となり、多くの研究者によって取り上げられた。バーンアウ

ト尺度の研究は MBI を基幹として発展してきたといえる（落合，2003）。 
教師のストレスの要因を高木・田中（2003）は職務自体・職場環境・個人的（家庭内）

の 3 つの要因が影響しており、バーンアウトとの関連性があることを指摘している。こ

のうち職場環境の影響によるストレッサーに関しては、役割葛藤・同僚との関係・組織

風土・評価懸念の 4 因子 25 項目に分類がされている。 
文部科学省の教育職員に関する統計調査（2010）によると、全国の公立小・中・高校、

特別支援学校などの教員約 92 万人のうち、病気休職者が 8627 名、精神疾患による休職

者は 5458 名で、休職者の約 63%が精神疾患という事態に陥っている。精神疾患に陥る

教師は年々増え続け、教師のストレス増加に歯止めがかからない状態が依然続いている。 
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３．特別支援教育に携わる教師の専門性とメンタルヘルスの関連 
 
「教員の地位に関する勧告」（UNESCO，1966）では教師の仕事を専門職として定義

し、「厳しい継続的な研究を経て獲得される専門的知識及び特別な技術を要求する公共的

業務」と規定し、障害児教育教師の「専門性」は、複雑な教育的ニーズを抱えた障害児

の増加を踏まえ、通常教育教師との専門性の差異は量的な差異とともに質的な差異も包

含している（清水，2003）。 
教職員の勤務の実態や意識に関する分析委員会（2008）によって沖縄県の公立小・中・

高校、特別支援学校に在籍する本務職員 12,760 人を対象にした調査が行われ、「日頃、

悩んでいること」について、「特になし」（29.4％）が最も多く、次いで「教師としての

適性」（24.4％）、「子育て」（9.8％）、「自分の病気」（6.7％）の順であった。「教師とし

ての適性」に悩んでいる教員の割合が４分の１を占めた。他の悩みに比べて特に多い結

果となっている。 
特殊教育から特別支援教育へと変わり、障害種の拡大・重度・重複化に伴う一人一人

のニーズに応じた適切な指導及び支援の必要性、学校と福祉・医療・保健・労働機関等

との連携など特別支援教育教員に求められる専門性は非常に高まっていると言える。こ

うした現状の中で特別支援教育に携わる教師のストレスも高まっていくことが考えられ

る。 
 

４．目的 
本研究では、特別支援教育に携わる教師のバーンアウトについて、教職経験年数、教

師としての専門性、特別支援教育についての専門性等との関連性について分析し、教師

のストレス低減のための対処法を検討することを目的とする。 
 

Ⅱ．方法 

 
１．調査対象 
特別支援学校教諭免許状未所得で、障害児の指導を担当している教員 103 名を対象に

質問紙調査を実施した。 

 
２．手続き 

2009 年 8月 5日の沖縄県教育職員免許法認定講習の休憩時間において、調査の趣旨説

明を行いプライバシーの配慮をしたうえで調査票を 103 名へ配布、同日中に 94名から回

収した。個人結果の開示を希望した者に対しては、翌日に結果の一部を番号札と引き換

えにフィードバックするものとした。 
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３．調査内容 
質問紙調査の内容は以下の通りである。 

（１）フェイスシート 
回答者の基本属性 
・年齢 
・性別 
・教職経験年数 
フェイスシートでは、回答者の基本属性として性別・年齢・教職経験年数につい

てたずねた。 
 
（２）教師としての専門性・特別支援教育教師としての専門性の自覚度 

適当な既存尺度がなかったため、「教師としての専門性をどの程度身につけている

と思いますか？」「特別支援教育についての専門性をどの程度身につけていると思い

ますか？」の各１項目で専門性についてたずね、「１．ほとんど身についていない」

「２．あまり身についていない」「３．どちらともいえない」「４．やや身について

いる」「５．よく身についている」の５件法で回答を求めた。 
 
（３）バーンアウト尺度 

バーンアウト (burnout ；燃えつき症候群 ) の症状を測定する尺度で、

Maslach&Jackson (1981)に準拠して作成した田尾(1989)の尺度をさらに久保・田尾

(1992)が改訂したものである。久保・田尾によって、信頼性・妥当性ともに確認さ

れている。本尺度は、「情緒的消耗感」「脱人格化」「個人的達成感」の３因子から構

成されていて、17 項目から成り、「1．ない」「2．まれにある」「3．時々ある」「4．
しばしばある」「5．いつもある」の 5 件法で回答し、各因子の項目の評定値を加算

後、項目数で除算した値が得点となる。 
 

Ⅲ．結果 

１．フェイスシート 
（１）回収率 

本研究における調査のアンケート回収率は 103 名中、有効回答数は 94 名で、回

収率は 91.3％であった。内訳は、男性 27 名（28.7％）、女性 65 名（69.1％）、不明

2 名（2.1％）であった。 
 
（２）回答者の年齢 

回答者の年齢については、「35 歳以上 40 歳未満」と回答した人が一番多く、27
名（28.7％）であった。次いで、「40 歳以上 45 歳未満」が 23 名（24.5％）、「30 歳
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回答者の基本属性 
・年齢 
・性別 
・教職経験年数 
フェイスシートでは、回答者の基本属性として性別・年齢・教職経験年数につい

てたずねた。 
 
（２）教師としての専門性・特別支援教育教師としての専門性の自覚度 

適当な既存尺度がなかったため、「教師としての専門性をどの程度身につけている

と思いますか？」「特別支援教育についての専門性をどの程度身につけていると思い

ますか？」の各１項目で専門性についてたずね、「１．ほとんど身についていない」

「２．あまり身についていない」「３．どちらともいえない」「４．やや身について

いる」「５．よく身についている」の５件法で回答を求めた。 
 
（３）バーンアウト尺度 

バーンアウト (burnout ；燃えつき症候群 ) の症状を測定する尺度で、

Maslach&Jackson (1981)に準拠して作成した田尾(1989)の尺度をさらに久保・田尾

(1992)が改訂したものである。久保・田尾によって、信頼性・妥当性ともに確認さ

れている。本尺度は、「情緒的消耗感」「脱人格化」「個人的達成感」の３因子から構

成されていて、17 項目から成り、「1．ない」「2．まれにある」「3．時々ある」「4．
しばしばある」「5．いつもある」の 5 件法で回答し、各因子の項目の評定値を加算

後、項目数で除算した値が得点となる。 
 

Ⅲ．結果 

１．フェイスシート 
（１）回収率 

本研究における調査のアンケート回収率は 103 名中、有効回答数は 94 名で、回

収率は 91.3％であった。内訳は、男性 27 名（28.7％）、女性 65 名（69.1％）、不明

2 名（2.1％）であった。 
 
（２）回答者の年齢 

回答者の年齢については、「35 歳以上 40 歳未満」と回答した人が一番多く、27
名（28.7％）であった。次いで、「40 歳以上 45 歳未満」が 23 名（24.5％）、「30 歳

以上 35 歳未満」が 16 名（17.0％）、「45 歳以上 50 歳未満」が 12 名（12.8％）、「50
歳以上 55 歳未満」が 6 名（6.4％）、「25 歳以上 30 歳未満」が 5 名（5.3％）、「55
歳以上」が 2 名（2.1％）、「25 歳未満」が 0 名（0.0％）、不明は 3 名（3.2％）であ

った。 
 

（３）回答者の通算教職経験年数 
回答者の通算教職経験年数の平均は 14.7 年（SD 6.6 年）であった。最大は 29 年、

最小は 2 年 4 ヵ月であった。 
通算教職経験年数が 1 年から 10 年未満の教員を「若手教員群」、10 年以上 20 年

未満の教員を「中堅教員群」、20 年以上の教員を「ベテラン教員群」とした結果、「若

手教員群」は 25 名（27.5％）、「中堅教員群」は 38 名（41.8％）、「ベテラン教員群」

は 28 名（30.8％）となった。 
  

（４）教師としての専門性の到達度 
回答者の教師としての専門性の到達度については、「身についている」と回答した

人が最も多く、38 名（40.9％）であった。次いで、「どちらともいえない」が 30 名

（32.3％）、「あまり身についていない」が 22 名（23.7％）、「よく身についている」

が 2 名（2.2％）、「ほとんど身についていない」が 1 名（1.1％）であった。教師と

しての専門性が「ほとんど／あまり身についていない」と答えた教員は、全体の約

４分の１であった。 
回答者の教師としての専門性の到達度にばらつきがあったため、３つのカテゴリ

ーに分類した。教師としての専門性が「ほとんど／あまり身についていない」と自

覚している人を「低専門性群」、「どちらでもない」と自覚している人を「中専門性

群」、「やや／よく身についている」と自覚している人を「高専門性群」とした。そ

の結果、「低専門性群」は 23 名（24.7％）、「中専門性群」は 30 名（32.3％）、「高専

門性群」は 40 名（43.0％）であった。 
 
（５）特別支援教育教師としての専門性の到達度 

回答者の特別支援教育教師としての専門性の到達度については、「あまり身につい

ていない」と回答した人が一番多く、35 名（37.6％）であった。次いで、「ほとん

ど身についていない」が 24 名（25.8％）、「どちらともいえない」が 17 名（18.3％）、

「やや身についている」が 16 名（17.2％）、「よく身についている」が 1 名（1.1％）

であった。特別支援教育教師としての専門性が「ほとんど／あまり身についていな

い」と答えた教員は、全体の約３分の２であった。 
回答者の特別支援教育教師としての専門性の到達度にばらつきがあったため、３

つのカテゴリーに分類した。特別支援教育教師としての専門性が「ほとんど／あま

り身についていない」と自覚している人を「低専門性群」、「どちらでもない」と自
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覚している人を「中専門性群」、「やや／よく身についている」と自覚している人を

「高専門性群」とした。その結果、「低専門性群」は 59 名（63.4％）、「中専門性群」

は 17 名（18.3％）、「高専門性群」は 17 名（18.3％）であった。 
 

２．バーンアウト（燃え尽き症候群）尺度 
（１）通算教職経験年数別の比較 

通算教職経験年数の 3 グループ「若手教員群」「中堅教員群」「ベテラン教員群」

を独立変数、バーンアウトの下位尺度「情緒的消耗感」「適応的対処行動」「逃避的

対処行動」を従属変数とした分散分析を行った。表 1 に各下位尺度の群別得点と分

散分析の結果を示す。その結果、「情緒的消耗感」「適応的対処行動」「逃避的対処行

動」のいずれにおいても有意な群間差はみられなかった。 
 

表 1  3 群のバーンアウト下位尺度平均点 

  ｎ 情緒的消耗感 脱人格化 個人達成感の後退 

若手教員群 25 16.04±5.48  23.72±4.05  17.52±3.47  
中堅教員群 38 14.11±4.55  22.13±5.24  19.00±4.13  

ベテラン教員群 28 14.64±4.31  23.64±4.28  18.82±3.87  
F  1.27  1.23  1.21  

主効果（p）  n.s. n.s. n.s. 

* p＜.05 
（２）教師としての専門性の到達度の比較 

教師としての専門性の到達度の３つのグループ「低専門性群」「中専門性群」「高

専門性群」を独立変数、バーンアウトの下位尺度「情緒的消耗感」「脱人格化」「個

人達成感の後退」を従属変数とした分散分析を行った。表 2 に各下位尺度の群別得

点と分散分析の結果を示す。その結果、「個人達成感の後退」において、F(2，90)=1.98 
であり 0.1％水準で有意な群間差がみられ、「低専門性群」＞「中専門性群」＞「高

専門性群」という結果が得られた。 
 

表 2  3 群のバーンアウト下位尺度平均点 

 
ｎ 情緒的消耗感 脱人格化 個人達成感の後退 

低専門性群 23 12.91±4.57 22.30±4.27 20.87±3.36 
中専門性群 30 14.87±4.94 22.33±5.20 18.40±3.00 
高専門性群 40 15.32±4.65 23.70±4.21 17.30±4.13 

F  1.98 1.04 7.15 
主効果(p)  n.s. n.s. * 

*p<0.05 

* 
* 
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覚している人を「中専門性群」、「やや／よく身についている」と自覚している人を

「高専門性群」とした。その結果、「低専門性群」は 59 名（63.4％）、「中専門性群」

は 17 名（18.3％）、「高専門性群」は 17 名（18.3％）であった。 
 

２．バーンアウト（燃え尽き症候群）尺度 
（１）通算教職経験年数別の比較 

通算教職経験年数の 3 グループ「若手教員群」「中堅教員群」「ベテラン教員群」

を独立変数、バーンアウトの下位尺度「情緒的消耗感」「適応的対処行動」「逃避的

対処行動」を従属変数とした分散分析を行った。表 1 に各下位尺度の群別得点と分

散分析の結果を示す。その結果、「情緒的消耗感」「適応的対処行動」「逃避的対処行

動」のいずれにおいても有意な群間差はみられなかった。 
 

表 1  3 群のバーンアウト下位尺度平均点 

  ｎ 情緒的消耗感 脱人格化 個人達成感の後退 

若手教員群 25 16.04±5.48  23.72±4.05  17.52±3.47  
中堅教員群 38 14.11±4.55  22.13±5.24  19.00±4.13  

ベテラン教員群 28 14.64±4.31  23.64±4.28  18.82±3.87  
F  1.27  1.23  1.21  

主効果（p）  n.s. n.s. n.s. 

* p＜.05 
（２）教師としての専門性の到達度の比較 

教師としての専門性の到達度の３つのグループ「低専門性群」「中専門性群」「高

専門性群」を独立変数、バーンアウトの下位尺度「情緒的消耗感」「脱人格化」「個

人達成感の後退」を従属変数とした分散分析を行った。表 2 に各下位尺度の群別得

点と分散分析の結果を示す。その結果、「個人達成感の後退」において、F(2，90)=1.98 
であり 0.1％水準で有意な群間差がみられ、「低専門性群」＞「中専門性群」＞「高

専門性群」という結果が得られた。 
 

表 2  3 群のバーンアウト下位尺度平均点 

 
ｎ 情緒的消耗感 脱人格化 個人達成感の後退 

低専門性群 23 12.91±4.57 22.30±4.27 20.87±3.36 
中専門性群 30 14.87±4.94 22.33±5.20 18.40±3.00 
高専門性群 40 15.32±4.65 23.70±4.21 17.30±4.13 

F  1.98 1.04 7.15 
主効果(p)  n.s. n.s. * 

*p<0.05 

* 
* 

（３）特別支援教育教師としての専門性の到達度の比較 
教師としての専門性の到達度の 3 つのグループ「低専門性群」「中専門性群」「高専門

性群」を独立変数、バーンアウトの下位尺度「情緒的消耗感」「脱人格化」「個人達成感

の後退」を従属変数とした分散分析を行った。表 3 に各下位尺度の群別得点と分散分析

の結果を示す。その結果、「個人達成感の後退」において, F(2，90)=2.86 であり 0.1％水

準で有意な群間差がみられ、「低専門性」＞「中専門性群」＞「高専門性」という結果が

得られた。 
 

表 3  3 群のバーンアウト下位尺度平均点 

 
ｎ 情緒的消耗感 脱人格化 個人達成感の後退 

低専門性群 59 14.07±4.71 22.71±4.71 19.07±3.73 
中専門性群 17 15.24±5.11 23.47±4.27 18.65±3.66 
高専門性群 17 15.71±4.71 23.06±4.56 16.59±4.05 

F  0.97 0.19 0.06 
主効果(p)  n.s. n.s. * 

*p<0.05 
 

Ⅳ．考察 

 
１．通算教職経験年数とバーンアウトの関連 
通算教員経験年数の３つのグループ「若手教員群」「中堅教員群」「ベテラン教員群」

において、今回のデータからは有意な得点差は認められなかった。このことから、教員

としての経験年数の差はバーンアウトを引き起こす重要な因子とはならないことが示さ

れた。教職経験年数に関わらずバーンアウトに陥るリスクがあり、経験年数に関わらず

職務や人間関係等の職場環境の改善が必要と考えられる。学校という組織において教員

が働きにくい環境とならないためにも、職場環境について今後検証する余地がある。 

 

２．教師としての専門性と特別支援教育教師としての専門性 
 教師としての専門性において「ほとんど身についてない」「あまり身についていない」

と答えた教員は 24.7%であり、同様に特別支援教育教師としての専門性において「ほと

んど身についていない」「あまり身についていない」と答えた教員は 63.4%であった。 
 今回のデータより、教師としての専門性は身についていると自覚しながらも、特別支

援教育教師としての専門性については自身を持つことができていない教員が多数存在し

ていることが示された。特殊教育から特別支援教育へと変わり、障害種の拡大・重度・

重複化に伴う一人一人のニーズに応じた適切な指導及び支援の必要性、学校と福祉・医

療・保健・労働機関等との連携など特別支援教育教員に求められる専門性の高まりに伴

* 
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って、教師達の関心が特別支援教育へと向けられたことが影響していると考えられる。 
 また、専門性とバーンアウトの関連性については、教師または特別支援教育教師とし

ての専門性の双方において同様の傾向がみられた。教師または特別支援教育教師として

の専門性が、メンタルヘルスへの影響因子であることが明らかとなった。 
 
３．専門性とバーンアウトの関連 
「教師としての専門性」「特別支援養育教師としての専門性」の３つのグループ「低専

門性群」「中専門性群」「高専門性群」とバーンアウトの関連において有意な得点差が認

められ、専門性が低ければ低いほど個人達成感の後退に陥りやすいことが明らかとなっ

た。これは専門性が低いと感じている教員ほど、仕事に達成感や有能感を感じられない

（またはその逆）ということを示している。 

特別支援学校においては知的障害、肢体不自由、盲、聾、病弱のすべての領域におい

て対応できることが求められており、少なからず手探り状態のままで仕事をしている現

場もあると考えられる。また特別支援教育において、発達的視点についての専門性の低

さから、児童・生徒の成長に気づくことが出来ず達成感を感じることが出来ていないと

も考えられる。専門性が教師のバーンアウトに関わっていることは明らかであり、さら

に具体的にどういった専門性が現場の教員に求められ、メンタルヘルスと関連している

のかを今後検証する必要がある。 

 

付 記 

 

 本研究は、科学研究費補助金基盤研究（C）「特別支援教育にかかわる教員の専門性と

メンタルヘルスとの関連に関する実証的研究（研究代表者；田中敦士 課題番号

21531032）」の助成を受けて行った。調査に協力くださいました学校教員の方々および情

報提供を頂きました研究協力者の皆様方に感謝いたします。 
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って、教師達の関心が特別支援教育へと向けられたことが影響していると考えられる。 
 また、専門性とバーンアウトの関連性については、教師または特別支援教育教師とし

ての専門性の双方において同様の傾向がみられた。教師または特別支援教育教師として

の専門性が、メンタルヘルスへの影響因子であることが明らかとなった。 
 
３．専門性とバーンアウトの関連 
「教師としての専門性」「特別支援養育教師としての専門性」の３つのグループ「低専

門性群」「中専門性群」「高専門性群」とバーンアウトの関連において有意な得点差が認

められ、専門性が低ければ低いほど個人達成感の後退に陥りやすいことが明らかとなっ

た。これは専門性が低いと感じている教員ほど、仕事に達成感や有能感を感じられない

（またはその逆）ということを示している。 

特別支援学校においては知的障害、肢体不自由、盲、聾、病弱のすべての領域におい

て対応できることが求められており、少なからず手探り状態のままで仕事をしている現

場もあると考えられる。また特別支援教育において、発達的視点についての専門性の低

さから、児童・生徒の成長に気づくことが出来ず達成感を感じることが出来ていないと

も考えられる。専門性が教師のバーンアウトに関わっていることは明らかであり、さら

に具体的にどういった専門性が現場の教員に求められ、メンタルヘルスと関連している

のかを今後検証する必要がある。 
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